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GSTT1/GSTT4

GSTT1; Glutathione S-transferase theta-1; GST class-theta-1; Glutathione transferase T1-1;
GSTT4; Glutathione S-transferase theta-4; GST class-theta-4
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質、グルタチオンS-トランスフェラーゼ（GST）シータ1（GSTT1）は、還元型グルタチオンと様々な求電子性および疎水性化合物との抱合を触媒するタンパク質スーパーファミリーの一員です。ヒトGSTは、α、μ、π、θ、ζの5つの主要なクラスに分類されます。θクラスには、GSTT1、GSTT2、およびGSTT2Bが含まれます。GSTT1とGSTT2/GSTT2Bはアミノ酸配列が55%同一であり、ヒトの発がんに関与している可能性があります。GSTT1遺伝子はハプロタイプ特異的であり、人口の38%で欠失しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2015年9月],触媒活性：RX + グルタチオン = HX + R-S-グルタチオン。,機能：還元型グルタチオンを、様々な外因性および内因性の疎水性求電子剤に抱合する。1,2-エポキシ-3-(4-ニトロフェノキシ)プロパン、フェネチルイソチオシアネート、4-ニトロベンジルクロリド、および4-ニトロフェネチルブロミドに作用する。クメンヒドロペルオキシドと反応してグルタチオンペルオキシダーゼ活性を示す。,オンライン情報：シンガポールヒト変異・多型データベース,多型：GSTT1遺伝子は人口の38%に欠損している。GSTT1遺伝子の有無は、それぞれ抱合型（GSST1+）および非抱合型（GSTT1-）の表現型と一致する。 GSTT1+表現型は、ジクロロメタンのグルタチオン抱合を触媒することができる。,類似性：GSTスーパーファミリーに属する。シータファミリー。,類似性：GST C末端ドメインを1つ含む。,類似性：GST N末端ドメインを1つ含む。,サブユニット：ホモ二量体。,組織特異性：赤血球に存在。肝臓では低レベルで発現。肺では、クララ細胞および肺胞/細気管支接合部の繊毛細胞で低レベルで発現。大細気管支の上皮細胞には存在しない。,
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	GSTT1/4抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GSTT1/4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

